
事業所名：

目標達成計画 作成日： 令和４ 年 11 月 7 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 28

今後も引き続き、入居時の認知症の確認を行うと
共に、各活動の要望など、日頃把握できている内
容をアセスメントに追記し、介護計画に繋げていく
予定である。

入居時には認知症の有無を必ず確認しそのこ
とを記録する。また、利用者様等からの様々な
要望等の把握に努め、それを記録すると共に
介護計画に反映させるよう努める。

3 ヶ月

2 32
今後も引き続き、医療機関で行った検査結果等の
共有方法を含め、家族・主治医と検討していく予
定である。

医療機関が実施した検査の結果等は、主治医
と連携して速やかに御家族様へ伝えるように
努める。

3 ヶ月

3 42
今後も朝食を含め、全体の栄養バランスを振り返
られると共に、管理栄養士等のアドバイスを受け
る方法などの検討を行っていく予定である。

専門機関等の助言指導を受けることを検討す
ると共に、食事全体の栄養バランスに配慮した
食事提供に努める。

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

入居時には認知症の有無を主治医の診断書又
は診療情報提供書等で確認することを徹底する。
様々な機会を通じて利用者様や御家族様から要
望等を聞き取り、それを介護計画に反映させる。
また、施設からも日常生活上の情報等を生活状
況報告書等で伝える。
医療機関で行った検査結果等は従来から御家族
様に伝えて来ましたが、迅速にお伝えしその結果
を記録するようにする。また、主治医から直接、御
家族様に伝える必要性がある場合は、施設が両
者の都合等を調整して主治医面談の機会を設け
る。

パン食を好む利用者様が多いので、朝食をパン
食にしているが、野菜スープや味噌汁等の副食
を摂食していただき栄誉バランスを充実させる。
また、専門機関等の助言指導を受けることを検討
し、バランスの良い栄養摂取に努める。

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホームすずらん

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


